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６
月
　
日
は「
県
民
防
災
の
日
」

１２

で
す
。
今
か
ら
　
年
前
の
昭
和
　

２９

５３

年
６
月
　
日
に
発
生
し
た
宮
城
県

１２

沖
地
震
で
は
、
市
内
に
大
き
な
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
記
憶

が
薄
れ
つ
つ
あ
る
中
、
平
成
　
年
１５

５
月
　
日
の
三
陸
南
地
震
、
同
年

２６

７
月
　
日
の
宮
城
県
北
部
連
続
地

２６

震
で
は
、
地
震
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
特
に
午
後
６
時
　
分
ご
ろ
に
発

２４

生
し
た
三
陸
南
地
震
は
、
気
仙
沼

沖
約
　
乂
、
深
さ
約
　
乂
を
震
源

２０

７０

地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
･

　
近
年
、
世
界
各
地
で
大
き
な
地
震
が
起
き
て
い
ま
す
。「
新
潟
県

中
越
地
震
」
や
「
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
」、
今
年
３
月
に
発
生
し
た

「
能
登
半
島
地
震
」
な
ど
、
地
震
や
津
波
な
ど
に
よ
る
大
き
な
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
宮
城
県
で
も
平
成
　
年
に
発
生
し
た
「
三
陸

１５

南
地
震
」
や
「
宮
城
県
北
部
連
続
地
震
」
な
ど
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

　
近
い
将
来
、
高
い
確
率
で
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
宮
城
県
沖

地
震
。「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に
備
え
、
的
確
な
行
動
が
取
れ
る
よ

う
、
防
災
に
関
す
る
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

０
、
震
度
６
弱
と
い
う
も
の
で
、

宮
城
県
沖
地
震
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模

の
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
地
震
で
は
、
大
き
な
人
的

被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
配
水
管

の
破
損
、
壁
の
亀
裂
や
一
般
住
宅

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
損
壊
、
墓
石
の
倒

伏
な
ど
、
各
地
で
多
く
の
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

　
発
生
し
た
時
間
帯
が
夕
食
の
支

度
時
間
に
重
な
っ
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
幸
い
に
も
火
災
な
ど

の
二
次
災
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
は
、
宮
城
県
沖
地
震

を
教
訓
と
し
た
「
地
震
の
と
き
は

火
を
消
す
こ
と
」
の
防
災
意
識
が

浸
透
し
て
き
た
か
ら
だ
と
推
測
で

き
ま
す
。

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
大
地
震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震
のののののののののののののののののののの
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生

の
発
生
ににににににににににににににににににににに

備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備
ええええええええええええええええええええ
備
え

６月１２日は県民防災の日／６月１０日は登米市総６月１２日は県民防災の日／６月１０日は登米市総合合防災防災訓練訓練

記
憶
に
新
し
い

大
規
模
地
震
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地
震
が
起
き
た
と
き
に
一
番
大

切
な
の
は
、
自
分
や
家
族
の
身
を

守
る
こ
と
で
す
。
慌
て
て
屋
外
に

飛
び
出
さ
ず
、
次
の
行
動
を
取
る

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
地
震
発
生
時
の
行
動
】


素
早
く
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー

　
ブ
な
ど
の
火
を
消
す


窓
や
戸
を
開
け
避
難
口
を
確
保

　
す
る


ガ
ラ
ス
の
破
片
や
頭
上
か
ら
の

　
落
下
物
に
注
意
す
る


屋
外
で
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
ブ

　
ロ
ッ
ク
塀
に
は
近
寄
ら
な
い

【
地
震
後
の
行
動
】


家
族
や
近
隣
の
人
の
安
全
を
確

　
認
す
る


防
災
行
政
無
線
や
ラ
ジ
オ
で
正

　
し
い
情
報
を
入
手
す
る


揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
市
の
指

　
定
避
難
場
所
や
広
場
、
公
園
、

　
駐
車
場
な
ど
に
避
難
す
る


避
難
す
る
場
合
は
電
気
の
ブ
レ

　
ー
カ
ー
を
下
ろ
し
、
ガ
ス
の
元

　
栓
を
し
め
る

　
被
災
し
た
と
き
に
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
い

ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
普
段

か
ら
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
非
常
持
ち
出
し
品
】

　
避
難
す
る
と
き
に
持
ち
出
す
必


ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
防
災
ず
き
ん
）


ナ
イ
フ
・
缶
切
り
・
栓
抜
き


ビ
ニ
ー
ル
袋
・
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト


文
房
具
（
メ
モ
帳
・
ペ
ン
）


貴
重
品
（
印
鑑
・
預
金
通
帳
・

　
保
険
証
・
免
許
証
・
現
金
）

【
非
常
備
蓄
品
】

　
災
害
復
旧
ま
で
の
数
日
間
を
支

え
る
も
の
で
、
一
人
最
低
で
も
３

日
分
、
で
き
れ
ば
５
日
分
を
用
意

し
ま
し
ょ
う
。
被
害
を
受
け
に
く

く
、
取
り
出
し
や
す
い
場
所
に
ま

と
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。


食
料
品
（
米
・
レ
ト
ル
ト
パ
ッ

　
ク
食
品
・
カ
ッ
プ
麺
・
梅
干
し
・

　
調
味
料
・
菓
子
類
）


飲
料
水
（
一
人
１
日
３
㍑
が
目

　
安
。
日
ご
ろ
か
ら
こ
ま
め
に
取

　
り
換
え
ま
し
ょ
う
）

需
品
は
、
あ
ま
り
欲
張
り
す
ぎ
ず

最
小
限
に
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
男
性
で
　
亂
、
女
性
な
ら

１５

　
亂
程
度
を
目
安
と
し
て
、

１０リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
、
ま
と

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。


非
常
用
食
品
（
缶
詰
・
乾
パ
ン
・

　
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
調
理
不
用
な

　
も
の
）


飲
料
水


携
帯
ラ
ジ
オ（
予
備
の
乾
電
池
）


懐
中
電
灯
・
ろ
う
そ
く


ラ
イ
タ
ー
・
マ
ッ
チ


救
急
医
薬
品
・
常
用
薬
・
生
理

　
用
品


日
用
品
（
洗
面
用
具
・
テ
ィ
ッ
 

　
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
・
せ
っ
け
ん
な
ど
）


毛
布
・
シ
ー
ツ


衣
類
・
雨
具
・
軍
手


ハ
ン
カ
チ
・
タ
オ
ル

災害用伝言ダイヤル

地震や大雨などの災害発生時には、特定地域への電話連

絡の殺到が予想されます。災害用伝言ダイヤルは、被災

地への電話がかかりにくい状態になったときでも、被災

地内の家族、親せき、知人などに安否の確認や緊急連絡

を取れるようにするものです。

※音声案内に従い使用してください。伝言を吹き込
む・伝言を聞くことができます。
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地
震
が
発
生
し
た

と
き
の
行
動

被
災
し
た
と
き
に

欠
か
せ
な
い
も
の


固
形
燃
料
か
卓
上
コ
ン
ロ
（
ガ

　
ス
ボ
ン
ベ
は
多
め
に
用
意
）

　
防
災
に
つ
い
て
の
知
識
や
災
害

に
対
す
る
備
え
は
、
そ
れ
を
現
場

で
生
か
す
力
が
あ
っ
て
初
め
て
役

に
立
ち
ま
す
。
災
害
か
ら
家
族
や

地
域
を
守
る
た
め
に
は
、
適
切
な

防
災
行
動
を
身
に
付
け
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
特
に
防
災
訓
練

な
ど
を
通
し
て
、
自
分
の
体
で
覚

え
た
こ
と
は
、
災
害
時
の
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。

　「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に
備
え
、

的
確
な
行
動
が
取
れ
る
よ
う
、
防

災
に
関
す
る
行
事
に
は
積
極
的
に

参
加
し
て
、「
防
災
」
を
身
近
な
も

の
に
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
か
ら
家
族
や

地
域
を
守
る
た
め
に

総合防災訓練を実施します

市では、高い確率で発生が予想されている宮城県
沖地震に備え、総合防災訓練を実施します。主会
場を中心に各地区の会場でさまざまな訓練を実施
しますので、いざというときのために積極的に参
加しましょう。なお、訓練に参加できない家庭で
は、午前９時の防災行政無線放送を合図として、地
震が発生したときに一番大切な身の安全確保や火
の始末などを行う「一分間行動訓練」を実施して
ください。

【日時】　６月１０日（日）午前８時３０分～１１時３０分
【場所】　■主会場　吉田運動場（米山）
■サブ会場　

【内容】　災害情報広報訓練、安全確保（一分間行
動）訓練、通信運用訓練、初期消火訓練、倒壊建
物救出・救護訓練、応急手当訓練など

【問い合わせ】　総務部防災課　緯 ０２２０（２２）２１３０

昭和５３年６月に発生した宮城県沖地震で倒壊した家屋

いざというときのために非常持ち出し品を準備しましょう

会場地区会場地区

豊里小校庭豊里佐沼小校庭（※6/17）迫

石越防災センター石越登米総合運動公園登米

西郷小校庭南方東和総合運動公園多目的
グランド東和

JR柳津駅津山浅水小校庭中田


